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学術情報へのアクセス向上を目指して─機関リポジトリのいま
??
3 ―アジ研ワールド・トレンドNo.62（2009. 3）
　インドには現在約四〇の機関リポジトリ（以下ＩＲとする）があり（二〇〇八年一二月時点ＲＯＡＲ登録数四〇、
O
penD
O
A
R
登録数三三） 、これはアジアの中では世界四位の日本に次いで多い数である。
　本稿では、主に最近発表された英語の文
献を元にインドのオープンアクセス（以下ＯＡとする）事情に触れつつ、社会科学分野をカバーするＯＡ情報源を紹介する。
　ＯＡに関して開発途上国の中で比較的大
きな存在感を持つインドの事情についてはたびたび国際会議等で発表されている。
　二〇〇八年一一月にドイツ 開催された
ＯＡに関する国際会議
B
erlin6
では、 「発
展のためのＯＡ、世界各地のＯＡ」と題したセッションで、途上 の 巡 現況とその発展の障害について話し合われた。同セッションでの発表のビデオと資料へはB
erlin6
のウェブサイト（
http://w
w
w
.
berlin6.org/?page_id=
0 ）からアクセス
可能である。
　インドからは
C
enter for Internet and 
Society
の
A
runachalam
氏が議長を務め、
さらに「科学と発展のためのＯＡ
―
イン
ドの事例」と題した発表（参考文献①）を行った。また、学術雑誌のＯＡ化の成功例としてしばしば言及されるインドの薬学分野の出版社
M
edknow
社の
Sahu
氏が 「Ｏ
Ａ出版の引用および経済的インパクト
―
開発途上国からの事例」と題した発表（参考文献④）を行った。後者は他の途上国の事例も交え、ＯＡ化の影響をデータを元に示したものである。
M
edknow
社の出版
モデルは、オンライン 投稿・査読システムで時間と資源を節約し、投稿料はとらずに広告料や会費 プリント 購読料や抜刷料等からの収益で論 を迅速に無料公開することで可視性を高め、著者や読者を引きつけることを可能に ている。ＯＡ化は可視性の向上、投稿者の増加 品質の向上、引用の増加や索引データベースへの採録等、研究のインパクト増大を助ける効果があり、そしてプリント版の購読数の減少 つながらないことを引用データやアクセス統計等実際の数値を元に示している。
　前者の
A
runachalam
氏は議長を務め
ていることからもわかるように途 国ＯＡ化を唱導するキーパーソ の一人であ
る。二〇〇八年六月にカナダで開催された電子出版物のＯＡ化に関する国際会議ＥＬＰＵＢでも、同氏は「インドにおけるＯＡ―
希望と失望」 と題した発表 （参考文献②）
を行っている。
　シリアルズクライシスと呼ばれる学術雑
誌の価格高騰は欧米諸国や日本でさえ深刻な問題であるが、途上国ではなおのことである。経済発展がめざましいインドだが、いまだ国民の多くは貧困の中に暮らしており、多くの図書館では利用者の必要とする学術雑誌の購読料をまかなえず、研究者情報の貧困な状況下で 研究活動を強いられている。ＯＡが国内外でより普及すればこのような情報格差は減少し、インドの研究成果の可視性や国際的なインパクトも高まることが期待できる。だが、現状 はＯＡに対する認知度はまだ低い 前述Sahu
氏の発表の例のように、ＯＡ化は医
学・薬学分野や科学技術分野で先行して進んでいるが、
A
runachalam
氏はその発展
の速度は緩慢であると言う。また、会議等を開催しＯＡに関してさかんに言及しても、インドではそれが実行につながることは少
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なく、発言と実践の間にはギャップがあることを指摘している。
　例えば、二〇〇六
年に第九三回インド科学会議で公的な助成を受けた研究成果の電子化とＯＡ化を提言した
O
ptim
al 
N
ational O
pen A
c-
cess P
olicy
が提案
されたが、そ 後も首相の高等諮問機関である国家知識委員会はＯＡに関し同様の内容を含む強い勧告を行っている。
　ＯＡ化の促進には
継続的な啓蒙活動とたゆまぬ努力、そして現場への研修の実施や政策決定者らへの働きかけの、ボトムアップ・トップダウン双方のアプローチを展開することが要であると同氏は述べている。
　ユネスコは「知識
と情報へのＯＡ
―
学術文献と電子図書館の取り組み 　南アジアのシナリオ」 （参考文献③）で南アジアの主要な電子図書館（一七） 、オープン ・ コースウェ （六） 、 ＯＡ雑誌（六） 、 メタデータ ・ハーベスティング・サービス（五 国家規模のＯＡリポジトリ（六） 、ＩＲ 一九 を紹介している（括弧内は紹介されている件数） 。これはウェブで無料公開されており南アジアのＯＡ事情を知るよい資料である。ここでは、その中からインドで構築されたＯＡ情報源のうち社会科学に関連するものを抜粋して表１にまとめた。なお、手稿等の貴重書や文化遺産等に関する大規模な電子図書館プロジェクトも複数あるが本稿は省略する。
　ところが、実際にアクセスを試みると非
常に時間がかかったり、リンク切れやサーバダウン等でつながらない とがしばしばあった。安定的なサービス提供にはサーバ等のインフラの維持やそれにかかる資金確保も課題であろう。前掲 で紹介されている取り組みの多くは政府か欧米の機関や国際プロジェクト 支援を受けたものあった。
　インドには四〇〇以上の大学等の高等教
育機関があり、その他にも多くの研究機関が存在する。冒頭で挙げた四〇というＩＲ数はその一割でしかない。南アジアのＯＡ活動をリード インドだが、その発展はまだ途上の段階にあるといえ だろう。けれども、こうした動きが広まり、現地事情
を知る上で有益な情報を含む現地誌に発表された論文や学位論文等、これまで外国からの入手が困難だった種類の文献をオンラインで無料で読むことができるのは喜ばしいことである。今後のさらなる発展に期待したい。
（さかい 　かなこ／アジア経済研究所図書館）
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表１　OA可能な社会科学分野の情報源リスト（インド）
名　　　称 ［ＵＲＬ］ 主 要 提 供 機 関 内　　　　　　　容
ICFAI Business School Ahmedabad Digital Repository 
［http://202.131.96.59:8080/dspace/］ ICFAI Business School, Ahmedabad, India
経営学、経済学、数学、統計学、情報科学等の分野の雑誌論文、会議録、ケー スス
タディ、図書、教材等を収録したIR。
DSpace@IIMK 
［http://dspace.iimk.ac.in/］
Indian Institute of Management Kozhikode, 
India
経営学、ビジネス、経済学、コミュニケー ション学、社会科学分野の雑誌記事、書評、
会議論文、ワー キングペ パーー 等を収録したIR。
DSpace@INFLIBNET 
［http://dspace.inflibnet.ac.in/］
I n f o r m a t i o n  a n d  L i b r a r y  N e t -
w o r k  ( I N F L I B N E T )  C e n t r e , 
Ahmedabad
インドの学術・研究機関の情報インフラを構築するINFLIBNETのIR。主催する図書
館関係の年次総会の会議録や、出版物、トレー ニングプログラムの教材等を収録。
University of Delhi EPrint Archive 
［http://eprints.du.ac.in/］ University of Delhi, Delhi
デリー 大学の様 な々学部の学生、研究者、教員らの研究成果を収録した複数の学
問領域をカバー するIR。
Digital Repository at Management Development Institute 
［http://dspace.mdi.ac.in/dspace/］
Management Development Institute Library, 
Gurgaon
主に教員や研究者の研究成果を収録したIRだが、年間ビジネススクー ルランキング
等も提供している。
OneWorld South Asia Open Archive Initiative 
［http://open.ekduniya.net/］ OneWorld South Asia, New Delhi　(OWSA)
ミレニアム開発目標の達成におけるICTの役割に関する500以上の草の根組織と
のネットワー クを持つ国際的な組織OWSAとその関連機関の作成した南アジア地
域の情報やコミュニケー ションと開発に関する文献を提供するＩＲ。
Archives of Indian Labour: Integrated Labour History Research 
Programme ［http://www.indialabourarchives.org/］ V.V. Giri National Labour Institute, Noida インドの労働者に関する文書のアー カイブ。
Vidyanidhi ［http://www.vidyanidhi.org.in/ ］ ［http://dspace.
vidyanidhi.org.in:8080/dspace/］ ［http://210.212.200.226/］University of Mysore, Mysore 博士論文の国家規模のリポジトリ。カンナダ語、ヒンディー 語でも検索可能。
Knowledge Community on Children in India: Turning 
Knowledge into Action ［http://www.kcci.org.in/］
eSocialSciences, Mumbai (Content Management); 
Strategic Planning, Monitoring and Evaluation Unit, 
UNICEF, New Delhi
インドのユニセフが支援する、保健、教育、児童保護、児童労働等インドの子どもに
関する幅広い情報のリポジトリ。
Librarians' Digital Library (LDL) 
［https://drtc.isibang.ac.in/］
Documentation Research and Training Centre 
(DRTC), Indian Statistical Institute, Bangalore
図書館情報学分野の国家規模のリポジトリ。雑誌論文、会議録、学位論文、プレゼ
ンテー ション資料等が登録されている。
Urban Health Gateway 
［http://uhrc.in/uhgateway/home/index.php］
Urban Health Resource Centre (UHRC), New 
Delhi
インドの都市部の貧困層の健康とその関連領域のOA文献を集めたサブジェクトゲー
トウェイ。
（出所）参考文献③より筆者作成。
